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教科教育に携わる身のため、小学校教員を

目指す教育学部生に見せるビデオ教材をいく

つか準備している。そのうちの一つを紹介し

たい。筑波大学附属小学校６年生を対象にし

た、当時平松不二夫副校長が授業者として指

導した「電磁石の学習」である。 

授業としては数時間分のものであるが、ビ

デオではコンパクトにまとめられている。こ

れを学生に通して視聴させ、気がついた点を

発言させると、年度によらず、またクラスに

よらず、共通して指摘する箇所がいくつか出

てくる。その一つが、次の、エナメル線一本

からでる不思議な力を磁力だと同定するため

の方法を考えさせ、それを発表させる一場面

である（資料１）。 

 

資料１ 

S120：このエナメル線の上に紙を置いて、そ

の上に砂鉄を置いて、砂鉄が動いたら磁力が

ある（図１）。 

T28：砂鉄をまいて。エナメル線を下に通す

わけか。 

S121：だから。エナメル線が、磁石が通って

いて、その上で動けば、だから。 

T29：エナメル線の。どうして下にやるんだ。

S122：だから、エナメル線の磁力でくっつい

ていて、砂鉄が動くから。下に置かないと。

上に置いたら、砂鉄がエナメル線にくっつい

ちゃうから。 

S223：エナメル線を上に置いても、くっつく

かもしれないけれど、くっついてもいいんじ

ゃない？ 

T30：砂鉄がくっついたっていいな。 

T31：違う意味があるんじゃないのか。下に

置くっていうのは。 

S324：磁石っていうのは、普通の磁石でも、

ものを通してもつけれるから。それをやろう

としているんじゃないのかな。 

T32：今言ったことの意味が判る人。Ｍ君、

もう一回言ってみて。 

S425：磁石っていうのは、紙とか通してやっ

ても、砂鉄とかくっつくから。そういうこと。

T33：磁石っていうのは、紙とかそういうも

のを突き抜けても、その力がはたらくから、

むしろ、ああいうふうに、紙の下にやった方

が、突き抜けても、砂鉄を動かしたりすれば、

あ～、これは磁石の性質だな～ってことか。

なるほど、それで下にしたのか。下にしたの

には、そういう意味があったのか。 

凡例 Sn：生徒n T：教師 

 

 

 

 

図１ 

 

ここでは、「突き抜ける」や「ものを通す」

といった磁力の性質を表すことばが一つのポ



イントになっている。授業者が、よくもここ

まで粘って、子どもからことばを引き出すな

と、多くの学生は感心する。 

学生が気がつく第二の点は、エナメル線一

本から何か力が出ているところまで確認した

後の、これを集めて強くしようという次の箇

所である（資料２、図２）。 

 

資料２ 

T46：この線のどこからでも出ているんだか

ら。とにかく、こんな風に集めてきてさ。 

S433：あ～あ。 

T47：こうやって集めて。何でもいいから集

めれば、団子にしたらさ。ここに磁力がいっ

ぱい集まって強くなるんじゃないのか。 

S534：そうやって集めたりすると、僕たちが

実験すると、緑にくっついて赤に反発したか

ら、なんか、磁力が出るのにもきまりがある

と思えたから、まず、やっぱり、ごちゃごち

ゃにまぜたら、磁力でも違った風にでてきち

ゃう。 

T48：これならどうだ。これなんか、すごく

規則正しいぞ。これは先生が作ったんだけれ

ども、これは、行ったり来たり、行ったり来

たり、非常に規則正しいぞ。こうやって束ね

てもだめか。これならいいだろ。 

S635：一定のルールで流れているから、上に

流した時と下に流した時では、反対のことに

なるから、そうしたら、方位磁針とかはふれ

なくなる。 

S636：磁力っていうのは、一定の方向に磁力

が巻かれているから、それを同じ方向に巻く

ことによって、それを倍とか、その倍とか、

強めることができる。 

T49：同じ方向に巻けばいいのか。 

  

 

 

図２   団子    束    コイル 

 

教師はエナメル線で団子を作るだけでなく、

一定の方向に束ねたものを用意し、それでも

ダメなことを考えさせ、最終的に、何度も巻

いてあるコイルに到達させようとしている。

これは、いわゆる「ゆさぶり」の好例と言え

よう。 

学習指導要領が変わったため、また、授業

時間が十分確保できないため、このような実

践は現在では不可能なものとして封印されて

しまうのであろう。学生には、小澤征爾かカ

ラヤンの音楽を聴くようなものだと例えて、

以前から視聴させている。 

教師は教えない。あたかも子どもが自ら見

つけたようにし向けて、授業を構築していく。

一番おいしいところは子どもに残しておく。

ことばにせよ、きまりにせよ、子どもが発見

するには、それなりの時間がかかる。待つこ

と。そして、何でも言える雰囲気を学級に作

っておくことが重要である。教師は、何を教

えるかを考えるのではなく、何を教えないか

を考える。 
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